






















































2 ） 印字書式は，縦置きＡ 4 用紙に横書き 1600 字（40 字× 40 行）とする。
3 ） 投稿原稿は，図表・注を含み 12 枚以内とし，それを超える場合には，複数巻に分割掲載する場
合がある。
4 ） タイトルページ：1 ページ目に，表題，著者名，所属機関，住所，連絡先，原稿の種類，図表の数，
本文の総字数（文献を除く）を記載する。









本文中に著者名を引用する場合，著者が 3 名を超える際には“ら 1）”または“et al.2）”を用いる。




行年（西暦）の順に書く。（編）著者が 3 名を超える場合は 3 名で打切り，「ら」（外国語（欧語）
の場合には「et al」）をつける。
【例】
1 ） 佐藤伊織 , 戸村ひかり , 藤村一美ら：生殖医療に対する市民の知識・信念・態度－不妊治
療と出生前診断 . 保健医療社会学論集 , 15 巻（1）, 39－49, 2004
2 ） Stein BD, Zima BT, Elliott MN, et al : Violence exposure among school-age children in 
foster care : relationship to distress symptoms, Journal of the American Academy of 
Child and Adolescent Psychiatry, 40（5）, 588－594, 2001
・ 単行本：文献番号）著者名：論文表題 . 書名 . 編者名 . 巻数 , 発行社 , 引用頁 , 発行年（西暦）
の順に書く。
　 （編）著者が 3 名を超える場合は 3 名で打切り，「ら」（外国語（欧語）の場合には「et al」）
をつける。
【例】
3 ） 樫田美雄：調査実習としてのエスノメソドロジー . 『実践エスノメソドロジー入門』. 山崎
敬一編著 . 有斐閣 , 85 － 98, 2004
4 ） Ozaki I : Tonotopic maps and short-term plasticity in the human auditory cortex. 
Frontiers in human brain topography. International Congress Series 1270. M Nakagawa, 
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